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町民の積極的な健康増進活動を支援する健幸マ

イレージ事業に取り組むほか，子育て世代が安心

して子育てできるための経済的負担の軽減や施

設・サービスの充実などに積極的に取り組んでい

ます。 

今後は，子育て世代の移住促進をさらに進めると

ともに，いつまでも安心して住み続けるための高

齢者や障がい者の福祉の充実や健康の維持・増進

に向けた支援に取り組んでいく必要があります。 

重点政策②［移住定住・結婚・子育てがしやすく，

安心して暮らせるまちづくり］として，地域ぐるみ

の子育て支援に取り組みます。 

 

重点政策③［災害に強く，子どもからお年寄りまで

健康で安全に暮らせるまちづくり］として，いきい

きクラブ（老人クラブ）の活動推進，健康づくり意

識の向上に取り組みます。 

 

これまでの取り組み 

今後の課題 

本計画での新たな取り組み 
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近年，食生活や喫煙・飲酒，運動不足などの生活習慣に起因した，がんや循

環器疾患などの疾病，ストレスによる心の病などが増加してきていることから，

国では国民の生活習慣の改善など，健康増進による疾病予防に重点を置いた

「21世紀における国民健康づくり（健康日本 21）」を推進しています。本町に

おいても生活習慣病の改善や疾病予防など，町民の健康づくりに向けた取り組

みを今後も継続して進めていく必要があります。 

町民の健康づくりに向けて，意識啓発や各種健診，健康相談などの予防活動

を積極的に進めていくとともに，町民の主体的な健康の維持・増進の取り組み

への支援を進めていく必要があります。また，結核や風しんなどの感染症の予

防のほか，新型インフルエンザなどの新しい感染症への的確な対応にも取り組

んでいく必要があります。 

 

 

 

町民の健康づくりに関する意識の啓発を図るとともに，町民の主体的な健康

づくり活動を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現況と課題 

基本目標 

施策の体系 

第 1 節 健康で生き生きと暮らせるまち 

１． 保健・健康 

保健・健康 １ 健康の増進 

２ 各種健診の充実 

３ 保健師活動の充実 

４ 感染症予防対策の推進 

５ 総合的なサービス対策の検討 
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健康の増進 

 ＜主な取り組み＞ 

・社会構造の変化に対応した健康管理や予防啓発を

進めます。 

・食育推進や個々にあった運動普及を通じた健康増

進を促進します。 

・健康体操や公共施設等を活用した高齢者の健康づ

くりを進めます。 

・健康づくり意識の高揚を図ります。 

・健康増進計画の推進 

・指導者の育成 

・健康体操の普及 

・健康づくり意識の向上 

 

各種健診の充実 

 ＜主な取り組み＞ 

・妊産婦から高齢者に至る各年代，性別に応じた健

診を進め，疾病予防の機能を高めます。 

・各種健診事業の推進及びフ

ォロー体制の強化 

・正しい疾病予防への理解，

啓発の推進 
 

保健師活動の充実 

 ＜主な取り組み＞ 

・母子保健の機能強化と健康増進の推進を図るた

め，機動性のある保健師活動を推進するとともに，

地域医療をはじめとする地域資源の確保，育成，

関係機関との調整を図ります。 

・きめ細かな訪問活動，相談

活動，啓発・教導などの推

進 

・疾病構造変化に伴い，特性

に合わせたケース対応と他

機関連携による支援強化と

フォロー強化 

・母子保健活動の推進と孤立

化防止と不安解消対策及び

受診勧奨 
 

感染症予防対策の推進 

 ＜主な取り組み＞ 

・感染防止とまん延防止対策に努めるため，関係法

令を遵守した感染症予防対策を推進します。 

・特別な支援を必要とする子どもたちに対し，適正

な就学についての教育的支援を行います。 

・各種感染症予防事業の推進

とフォロー体制の強化 

・正しい感染症と予防事業へ

の理解啓発の推進 
 

総合的なサービス対策の検討 

 ＜主な取り組み＞ 

・安心して受診できる医療基盤の確立，自己の健康

啓発を高めるなどの体制を強化し，総合的な健康

施策を推進します。 

・各種予防接種の助成の充実 

・健康寿命の延伸を目指した

食育・運動機会の提供 

  

施策の方向 
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高齢化の進展や生活習慣病による疾病構造の変化などに伴い，医療に対する

需要が高まってきているとともに，専門性や高度化が求められるなかで，本町

では一次診療施設９か所，二次診療施設１か所，三次救急に対する救急救命セ

ンターを中心に救急医療への対応を行っているところです。 

休日診療や夜間診療は茨城西南医療センター病院で対応し，小児に対する休

日診療や夜間診療は，小児救急輪番制にて対応しています。しかし，産科や小

児科などの特定診療科目における医師や医療スタッフの不足，地域偏在などが

生じてきており，今後，町民が安心して医療を受けることができるよう，医療

機関や関係機関との連携を図りながら，地域医療体制や緊急医療体制の充実を

図っていくことが求められています。 

 

 

医療機関や関係機関との連携を図りながら，救急医療などの地域医療体制を

充実し，町民が安心して医療を受けられる環境づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域医療 １ 地域医療体制の確立 

２ 緊急地域医療体制の充実 

３ 福祉・保健・医療情報の総合化の検討 

現況と課題 

基本目標 

施策の体系 

第 1 節 健康で生き生きと暮らせるまち 

２． 地域医療 



 

5 

 

第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

地域医療体制の確立 
 ＜主な取り組み＞ 

・少子高齢の構造的変化が顕在する中，きめ細かな

地域医療体制の充実を促進します。 

・自立社会参加の順応を目指したリハビリ機能の充

実，健康づくりや予防発信の拠点施設として，保

健センター機能の拡充を図ります。 

・予防，医療，リハビリまで

の一貫した医療体制整備 

・一次・二次診療施設と三次

医療との連携の推進 

 

緊急地域医療体制の充実 
 ＜主な取り組み＞ 

・広範な医療体制の充実を進め，夜間・休日の窓口

体制，小児医療など診療科目の充実を図ります。 

・地域における医療の役割及

び健康増進事業の推進と啓

発 

・休日診療及び夜間診療体制

の充実 

 

福祉・保健・医療情報の総合化の検討 
 ＜主な取り組み＞ 

・複雑化するライフスタイルや疾病構造変化に対応

するため，関係機関との連携による利用者への情

報・支援等のサービス強化に努めます。 

・三次救急医療体制の充実 

・健康管理システムの充実 

 

 

 

 

 

 

 

  

施策の方向 

（西南医療センター） 
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少子高齢化や核家族化の進展等，地域福祉を取り巻く環境が大きく変化して

いくなかで，民生委員・児童委員をはじめ，社会福祉協議会等と連携を図りな

がら，地域福祉活動としての取り組みを進めてきました。しかしながら地域で

の様々な活動を通じて，誰もが住み慣れた地域の中で安心して生活ができ，地

域住民がともに支えあう地域社会づくり，そして誰もが気軽にボランティアに

参加できるよう活動の場や活動のきっかけづくり等の環境づくりを進めてい

く必要があります。また，福祉に対する理解を深めるため，周知・啓発を推進

するとともに，地域の教育機関や団体などが連携した福祉教育の推進や，高齢

化の進展による災害時要支援者の増加が予想されることに伴う地域の防災力

強化を進めていく必要があります。 

 

 

町民や福祉団体，ボランティア団体などと行政との協働・連携を図り，とも

に支えあう地域福祉の環境づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況と課題 

基本目標 

施策の体系 

第２節 一人ひとりを大切に，支えあいを育むまち 

１． 地域福祉 

地域福祉 
１ みんなが安心して暮らせる地域づくりの

推進 

２ 町民の積極的な地域活動・ボランティア

の推進 

３ みんなが安心して利用できる福祉サービ

スの充実 

４ 安全で安心して住み続けられる 
快適なまちづくりの推進 
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みんなが安心して暮らせる地域づくりの推進 

 ＜主な取り組み＞ 

・町民一人ひとりが安心感のある豊かな暮らしをす

ることができるよう，情報提供や相談支援の体制

の充実を図ります。地域住民が，住み慣れた家庭

や地域社会の中で，安全で安心な生活を送れるま

ちづくりを推進します。また，「成年後見制度」の

利用の支援・促進など，住民の権利を擁護するた

めの取組を推進します。 

 

・学校教育や生涯学習などを

通じた福祉教育を推進する

とともに町民の福祉意識の

啓発 

・「成年後見制度」について

のわかり易い周知・啓発 

 

町民の積極的な地域活動・ボランティア活動の推進 

 ＜主な取り組み＞ 

・「地域福祉」の向上をめざすため，地域福祉活動の

推進役となるリーダーの育成や町民活動・ボラン

ティア活動の活性化を推進します。行政区をはじ

めとしたさまざまな地域組織の活動を推進し，誰

もが住みよい地域づくりをめざします。 

また，町民活動団体やボランティア活動団体な

どとの連携・協働による活動のしくみづくりを推

進します。 

・社会福祉協議会の支援 

・民生委員児童委員協議会・

身体障害者福祉協議会等の

地域活動団体の支援 

・境町ボランティアセンター

の運営やサロン活動などへ

の支援 

 

みんなが安心して利用できる福祉サービスの充実 

 ＜主な取り組み＞ 

・支援を必要としている人が必要な時に適切なサー

ビスを利用できるような体制を確立・強化します。

また，保健・医療・福祉分野が連携し，“生涯現役”

でいられるような健康づくりを推進します。 

・社会福祉事業者による福祉

サービスの質の向上につい

ての必要な助言・指導 

 

安全で安心して住み続けられる快適なまちづくりの推進 

 ＜主な取り組み＞ 

・災害や犯罪から地域を守る防災・防犯の活動の充

実・強化を推進します。また，地域の環境美化の

取組を推進していきます。 

・支援が必要な方々の平常時

からの見守りや災害時にお

ける支援のための民生委員

児童委員等との連携・支援 

・地域福祉活動への参加促進 

 

  

施策の方向 
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少子高齢化や核家族化の進展，女性の社会参画の増加，地域社会における連

帯意識の希薄化・孤立化，家庭での教育力の低下など，子どもたちを取り巻く

環境の変化から，保育園等に対するニーズも多様化し，保育サービスをはじめ

とした支援政策の充実が求められています。 

本町では，働きながら子育てする人を応援するため，保育園２か所，認定こ

ども園５か所が設置され，柔軟な幼児期の就労支援・育児支援を実施，保育ニ

ーズに合わせた一時預かりや，延長保育，障がい児保育を実施しているほか，

地域の子育て拠点施設を３か所開設して子育てを支援する環境づくりを進め

ています。 

今後も，子どもたちを健やかに育んでいくため，保育サービスの充実や家族

の状況に応じた子育て支援など，安心して子どもを生み育てられる環境づくり

を進めていく必要があります。 

 

 

多様な要望に対応した子育て支援を充実していくとともに，子どもを安心し

て産み育てられる環境づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

児童福祉 １ 子ども・子育て支援事業計画の推進 

２ 保育対策の充実 

現況と課題 

基本目標 

施策の体系 

第２節 一人ひとりを大切に，支えあいを育むまち 

２． 児童福祉 
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子ども・子育て支援事業計画の推進 

 ＜主な取り組み＞ 

・子どもの人権と主体性を大切にし，一人ひとりの

子どもに思いを込め，子どもの健やかな成長を応

援します。 

・町民の多様なニーズに応えるよう保育サービスを

充実させ，育児と仕事が両立できるよう支援する

とともに，地域の子育てネットワークを広げ，相

談に乗ったり，話し相手となって精神的負担を和

らげ，子育てが楽しくなるよう親の心を支えてい

きます。 

・地域全体が”さかいの子”の成長をともに喜び，地

域の温かい見守りのなかで，子どもや子育て家庭

が安全に，そして安心して暮らせるまちを目指し

ます。 

・子育て支援施設の機能強化とともに，児童クラブ

等の運営や子育てサークルへの支援を進めます。 

・地域と家庭が一体となって，子どもを育てる環境

づくりを進めます。 

・小児及び妊産婦に関わる医療費等を助成し，子育

て家庭及び妊産婦への経済的支援を図り少子化対

策を進めます。 

・地域ぐるみの子育て支援 

・親子の健康の確保及び増進 

・豊かな人間性を育む教育環

境の整備 

・良質な生活環境の整備と子

どもの安全対策 

・職業生活と家庭生活の両立

支援 

・子どもの権利・人権の尊重 

・マル境医療費助成 

 

保育対策の充実 

 ＜主な取り組み＞ 

・多様な就業形態や保育ニーズに合わせた保育サー

ビスや施設の充実を推進します。 

・保育士の研修や交流を進め，資質の向上を図りま

す。 

・保育ニーズに対応した障がい児保育の充実を図り

ます。 

・保育園の充実 

・一時預かりの実施 

・延長保育の実施 

・通常保育の定員の拡充 

・障がい児保育の実施 

 

 

 

 

 

  

  

施策の方向 



 

10 

 

第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

急速な高齢化の進展に伴い，認知症高齢者やひとり暮らしの世帯及び高齢者

のみの世帯，介護を必要とする世帯の増加など，高齢者を取り巻く環境が変化

し，これまで以上に地域社会全体で高齢者を支えていくことが難しくなってき

ています。 

高齢者が住み慣れた地域で，自分らしく安心して生活し続けることができる

ように，在宅生活を支援するサービスの充実を図りながら，地域包括支援セン

ターなどを中心として，地域で高齢者を町民同士の互助で支えあう体制づくり

や，介護や医療が必要になっても地域で自立した生活ができるように「地域包

括ケアシステム」の確立を推進していく必要があります。 

高齢者施策の基本となる介護保険事業計画と高齢者福祉計画において，これ

からの高齢社会における取り組みを，総合的かつ体系的に進めていく必要があ

ります。 

 

 

高齢者を地域で支える体制づくりとともに，福祉サービスの充実を図り，健

康で生きがいをもって暮らすことのできる環境づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現況と課題 

基本目標 

施策の体系 

第２節 一人ひとりを大切に，支えあいを育むまち 

３． 高齢者福祉 

高齢者福祉 １ 総合的な施策の推進 

２ 生きがい対策の充実 

３ 介護予防・生活支援対策の充実 

４ 地域支援体制の充実 
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第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

総合的な施策の推進 

 ＜主な取り組み＞ 

・境町高齢者福祉計画に基づいた総合的な施策・事

業を推進し，高齢者が住み慣れた地域で，安心し

て老後を楽しく過ごせるような社会の構築を目指

します。 

・経済的・環境的な理由の対

象者に支援体制の拡充 

・生活支援体制整備の推進 

・敬老への関心と理解の推進 

 

生きがい対策の充実 

 ＜主な取り組み＞ 

・保健・医療・福祉の関係機関と連携し，健康づく

りや介護予防の普及を図ります。 

・高齢者が気軽に集える地域や居場所づくり等の各

種事業を推進します。 

・いきいきクラブでの健康体

操等の推進，活動内容の充

実 

・行政区へのいきいきクラブ

設立の呼びかけ・ 

・高齢者地域交流事業の推進 

 

介護予防・生活支援対策の充実 

 ＜主な取り組み＞ 

・緊急通報システムの設置を拡大し，ひとり暮らし

高齢者への支援を行います。 

・高齢者の社会的孤立感の解消や要介護状態になら

ないよう，サービスの充実を図ります。 

・在宅で高齢者等を介護している，家族に対し支援

の充実を図ります。 

・緊急通報システムの拡充 

・介護予防事業の推進 

・家族介護者に対する支援の

拡充 

 

地域支援体制の充実 

 ＜主な取り組み＞ 

・福祉タクシー利用の助成により，移動手段の確保

に努めます。 

・地域住民が一体となり，「愛の定期便事業」など，

ひとり暮らし高齢者世帯をあたたかく見守りなが

ら，生活を支援していく体制づくりを進めます。 

・地域包括支援センターやボランティア，民生委員

児童委員等と連携し要援護高齢者に対する地域支

援体制の充実を図ります。 

・災害時における高齢者への支援体制の充実を図り

ます。 

・福祉タクシー利用助成の拡

充 

・高齢者等の生活支援と安否

の確認の推進 

・生活支援の拡充 

・避難行動要支援者名簿 

 

 

  

施策の方向 
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第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

高齢化の進展に伴う疾病や交通事故，社会環境の複雑化に伴う精神疾患等，

障がいのある方が増加しており，障害の重度化・複雑化も進んできています。

本町では平成 30 年度から計画期間６年の障害者福祉施策の基本的な方向性と

取り組みを明らかにした「境町第３次障害者計画」を策定しています。また，

計画期間 3年の「第５期障害福祉計画」・「第１期障害児福祉計画」も併せて策

定しています。今後も各種施策を展開しながら，計画目標等の実現に向けた取

り組みを継続して進めていく必要があります。 

 

 

障がいのある方が，地域において自立に向けた支援やサービスを受け，生き

生きと暮らすことのできる環境づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現況と課題 

基本目標 

施策の体系 

第２節 一人ひとりを大切に，支えあいを育むまち 

４． 障害者（児）福祉 

障害者（児）福祉 １ 社会参加の促進 

２ 生活の場・働く場の確保 

３ 教育の充実 

４ 保健・医療の実施 

５ 福祉サービスの充実と基盤整備 

６ 日常生活の支援 

７ 福祉のまちづくりの推進 
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第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

自立生活の支援の推進 

 ＜主な取り組み＞ 

・障害のある人が必要なサービスを選択できるよ

う，障害のある人への相談支援及び情報提供の充

実に努めます。また，境町社会福祉協議会と連携

し，ボランティアの育成に努め，福祉のまちづくり

を推進します。 

・障害福祉サービスの充実 

・障害者団体の活動支援を通

じた当事者ニーズの収集及

び施策運営への反映 

・相談窓口の充実 

 

保健・医療の推進 

 ＜主な取り組み＞ 

・乳幼児期における疾病等の早期発見・療育の充実

から，障害の原因となる生活習慣病予防等の予防

や健康づくり，高齢化や障害の重度化などへの対

応とともに，障害のある人に対するリハビリテー

ション及び地域医療の充実に努めます。 

・乳幼児集団健康診査及び事

後指導の充実 

・障害のある子どもをもつ保

護者に対する相談支援体制

の充実 

 

教育・文化・スポーツ等の振興 

 ＜主な取り組み＞ 

・障害のある子どもの個々の障害の特性に配慮し，

子どもの発達に沿った保育・教育の充実を図りま

す。また，障害のある人が生涯学習やスポーツ・

レクリエーション活動等へ参加しやすい環境づく

りを進めます。 

・療養，就学支援の実施 

・放課後等デイサービスや日

中一時支援事業の実施 

・障害者団体の文化活動に対

する支援 

 

雇用・就業・経済的自立の支援 

 ＜主な取り組み＞ 

・障害のある人の経済的自立と社会参加を促進する

ため，障害者雇用に向けた普及啓発，関係機関と連

携した雇用の場の確保及び就労の定着を図りま

す。また，経済的支援及び負担の軽減を目的とした

各種制度の周知を図ります。 

・障害のある方の就労促進に

ついての普及啓発 

・各種年金や手当等に関する

周知及び利用促進 

 

 

 

 

 

 

施策の方向 
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第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

 

安全・安心な生活環境の整備 

 ＜主な取り組み＞ 

・ユニバーサルデザインの考え方に基づき，障害の

ある人や高齢者をはじめ，すべての人が安心して

移動・活動できるまちづくりをめざします。災害

時等の緊急時の対応や防犯対策の充実など，暮ら

しやすい環境の整備を進めます。 

・ユニバーサルデザインに配

慮した道路や公共施設の改

修・整備 

・視覚・聴覚に障害のある人

に対する災害時の情報伝達

手段の整備 

・避難行動要支援者名簿の活

用 

 

差別の解消・権利擁護の推進 

 ＜主な取り組み＞ 

・障害者差別解消法の施行も踏まえ，障害や障害の

ある人に対する理解や配慮が促進されるよう理

解・啓発の取組みを進めます。また，地域や学校

での福祉教育を推進し，町民の福祉に関する意識

の醸成を図ります。 

・各種行事における障害に対

する正しい啓発活動の推進 

・障害者差別解消法について

の普及啓発 

・成年後見制度の利用促進 

 

 

 

 

 

 

  

（福祉のまちづくり） 
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第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

本町におけるひとり親家庭は，病気や事故に加えて離婚などから年々増加の

傾向にあり，生活の維持や子どもの養育費などの様々な問題を抱え，経済的に

も精神的にも負担が大きくなっています。 

県の制度である，ひとり親家庭への経済的な保障制度や母子家庭への貸付金

制度での就業支援を活用しながら，今後もひとり親家庭の自立に向けた取り組

みを進めていく必要があります。 

 

 

 

ひとり親家庭の自立に向けた生活の安定と，子どもの健やかな成長に向けた

支援を進めていくため，県の関係機関と連携しながら，様々な問題等に対応で

きる相談支援体制の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現況と課題 

基本目標 

施策の体系 

第２節 一人ひとりを大切に，支えあいを育むまち 

５． ひとり親福祉 

ひとり親福祉 １ 経済的支援の推進 

２ 相談支援体制の充実 

３ 境町母子寡婦福祉会の育成 
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第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

経済的支援の推進 

 ＜主な取り組み＞ 

・ひとり親家庭の自立に向けた，各種手当の給付や

支援サービスを充実させ，自立を支援します。 

・児童扶養手当の支給 

・母子福祉資金貸付制度の活

用支援 

 

相談支援体制の充実 

 ＜主な取り組み＞ 

・関係機関と連携を図り，相談支援体制の充実に努

めます。 

・県自立支援員と連携した相

談業務の実施 

 

境町母子寡婦福祉会の育成 

 ＜主な取り組み＞ 

・母子家庭や寡婦の方の精神的，経済的不安等に対

する援護体制として，境町母子寡婦福祉会の育成

を図ります。 

・境町母子寡婦福祉会への支

援 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施策の方向 
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第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

全国各市町村が保険者となり運営する国民健康保険は，被用者保険に加入す

る方等を除く全ての方を被保険者とする公的医療保険制度であり，国民皆保険

の基盤を支える重要な役割を果たしています。 

しかし，急速な高齢化の進展，疾病構造の変化，医療技術の向上による医療

水準の高度化や意識の変化など，医療を取り巻く環境は大きく変化しており，

また，市町村単位の運営では，小規模保険者が多数存在し財政が不安定になり

やすいこと，被保険者の年齢構成や所得分布の差異が大きいこと，医療機関の

偏在等によって医療給付費の格差が生じていることなどの構造的な課題を抱

えていました。 

こうした課題に対応するため，平成 27 年５月に成立した「持続可能な医療

保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律」により，

国民健康保険は，平成 30 年度から都道府県が財政運営の責任主体となり，市

町村は引き続き資格管理，保険給付，保険料の賦課・徴収及び保健事業等の地

域におけるきめ細かな事業を担うことにより，都道府県と市町村が一体となっ

て制度の安定化を図ることとなりました。 

本町においても，被保険者数は減少傾向にあるものの，医療費は毎年増加し

続けている状況にあり，今回の制度改正を含め，医療制度や税制の改正等に適

切に対応するとともに，安定的に収入を確保し強固な財政基盤を確立する必要

があります。 

なお，本町の被保険者は，平成 30年３月末日で 4,076 世帯，7,696 人と，全

世帯の 47.9％，総人口の 31.6％を占めています。 

 

 

国民健康保険制度の将来にわたる安定的な運営のため，国保税については，

適正な賦課・徴収を主眼として，積極的に収納対策に取り組みます。また，医

療費の適正化に努めるとともに，保健事業として，特定健康診査及び特定保健

指導等を実施し，健康の保持増進とあわせて医療費抑制に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

現況と課題 

基本目標 

施策の体系 

第３節 互いに支えあう福祉のまち 

１． 国民健康保険 

国民健康保険 １ 国保財政の健全化 

２ 健康づくり推進と予防事業の充実 

３ 事務処理体制の充実 
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第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

国保財政の健全化 

 ＜主な取り組み＞ 

・国保制度の都道府県化に伴い，県との連携を密に

し，国に対しては財政支援等に関して積極的に要

望していくことで，国保財政の安定化を図ります。 

・国保税の積極的な収納対策に努めます。 

・レセプト内容の点検や，医療費通知の送付，後発

医薬品の利用促進を通じて，医療費の適正化・抑

制に取り組みます。 

・被保険者の資格点検 

・国保税の収納対策強化 

・レセプト内容の点検 

・医療費通知の送付 

・後発医薬品の利用促進 

 

健康づくり推進と予防事業の充実 

 ＜主な取り組み＞ 

・特定健康診査の実施や人間ドック受診への補助を

進め，健康の保持増進と医療費の抑制に努めます。 

・広報紙やホームページを通じて，健康づくりに関

する様々な情報の収集・発信を進めます。 

・特定健康診査 

・人間ドック補助 

 

事務処理体制の充実 

 ＜主な取り組み＞ 

・電算処理システムの充実とともに，情報ネットワ

ーク化を進めます。 

・国保システム電算処理 

・保険者事務共同電算処理 

・保険給付支払事務 

 

  

施策の方向 
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第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

急速な高齢化の進展に伴い，本町の将来推計では，2020 年には高齢者人口

が 7,000 人を超え，高齢化率は 29.9％になると見込まれています。今後，団塊

の世代が 75 歳以上の後期高齢者となる 2025 年には，町民の約 3 割が高齢者

となり，これまで以上に介護ニーズの増加が予測されます。 

急速な高齢化に対応していくため，平成 12 年度から介護保険制度が施行さ

れ，社会全体で支える取り組みとしてスタートし，基盤の整備や利用者の増加

などから制度として定着してきている一方で，介護給付費の増加や給付の適正

化，サービスの質に関する問題なども生じており，制度としての継続とともに，

問題の解決に取り組んでいく必要があります。 

本町では，平成 12 年度から「いつまでもやすらぎとやさしさを感じて暮ら

せるまち」を基本理念として，介護保険事業計画と高齢者福祉計画を一体的に

策定し，介護保険事業の安定運営と健康づくりや社会参加の促進を図るととも

に，保健・医療・福祉の連携強化による介護サービスの質の向上に継続して取

り組んでいます。 

介護保険を中心として，医療との連携，介護予防と生活支援，高齢者にふさ

わしい住まいの提供などのサービスを，一体的かつ継続的に提供する「地域包

括ケアシステム」の考え方を理念に置きつつ，高齢になっても可能な限り社会

とかかわりながら，元気で生き生きと毎日を過ごせるための健康づくりや介護

予防事業に重点を置き，安心してサービスが利用できるよう，適正かつ円滑な

運営ができるような取り組みを進めていくことが必要となっています。 

 

 

高齢者が地域の一員として，様々な社会参加やその能力を発揮できるほか，

だれもが住み慣れた地域で，安心して自立した生活ができる地域づくりを進め

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

介護保険 １ 介護保険制度の周知 

２ 効率かつ適正な事務処理 

３ 介護サービスの質的向上と充実 

４ 介護予防対策の強化 

現況と課題 

基本目標 

施策の体系 

第３節 互いに支えあう福祉のまち 

 
２． 介護保険 
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第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

介護保険制度の周知 

 ＜主な取り組み＞ 

・介護保険制度を正しく理解してもらい，住み慣れ

た地域で安心して自立した生活ができるよう，サ

ービスの内容などについて，広報紙やパンフレッ

ト，講演会等による PR 活動や相談体制の充実を

図ります。 

・地域包括支援センターの運営を強化し，地域の高

齢者を中心とした包括的な相談支援，地域ネット

ワーク構築，権利擁護，介護予防ケアマネジメン

トの充実を図ります。 

・広報紙・講演会等による

PRの推進 

・地域包括支援センターの運

営強化 

 

効率かつ適正な事務処理 

 ＜主な取り組み＞ 

・要介護者等が，すみやかに希望に沿ったサービス

が利用できるよう，認定のための訪問調査や審査

会の事務処理の効率化を進めます。 

・介護保険の適正な利用を推進し，持続可能な制度

の構築を図ります。 

・支援事業者への委託推進 

・窓口での訪問調査日の早期

決定 

・介護給付費適正化対策の実

施 

 

介護サービスの質的向上と充実 

 ＜主な取り組み＞ 

・介護が必要な高齢者については，介護保険を柱と

して，高齢者福祉サービス及びインフォーマルサ

ービス等を活用しきめ細かな介護サービスを行い

ます。 

・要介護者等を支援する介護支援専門員（ケアマネ

ージャー）などの人材育成に努め，適正な介護サ

ービスの提供を図ります。 

・要介護状態や認知症になっても，できる限り住み

慣れた地域や家庭で，保健・医療・福祉・介護予

防・生活支援のサービスを包括的に利用し，自立

した生活が送ることができるよう，「地域包括ケア

システム」の体制づくりを進めます。 

・多様な介護・生活支援ニーズに沿ったサービス基

盤の整備を進めます。 

・包括的・継続的なケアマネ

ジメントの推進 

・地域ケア会議の充実 

・保健・医療・介護の連携の

推進 

・認知症施策の推進 

・生活支援体制の整備 

 

  

施策の方向 
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第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

介護予防対策の強化 

 ＜主な取り組み＞ 

・要支援者や基本チェックリストの利用により事業

対象者と判断された人に対し，自立支援と介護予

防を目的とする介護予防ケアマネジメントのも

と，地域の実情に合わせて一人ひとりのニーズに

合った多様なサービスを提供します。 

・すべての高齢者を対象とした介護予防教室や住民

主体の通いの場を充実させ，自立支援に資する取

り組みを推進し，健康寿命の延伸かつ要介護状態

になっても生きがい・役割をもって生活できる地

域の構築を目指します。 

・介護予防・日常生活支援総

合事業の推進 
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第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

高齢化の進展や医療費の増加など，高齢者医療を取り巻く状況は年々厳しさ

を増してきています。そのため，後期高齢者医療制度は，茨城県後期高齢者医

療広域連合と密接な連携を図りながら円滑な運営を進めています。 

高齢者が将来にわたり，安心して医療を受けられるよう，着実な収納対策の

実施などによる財政健全対策や保健事業の実施など，医療費の適正化のための

取り組みなどの充実を図り，効率的で安定した制度運営に努めていく必要があ

ります。 

 

 

 

高齢者の健康を守るための健康づくりや疾病の予防事業を推進しながら，医

療費の伸びを抑制するとともに，医療費に対する正しい知識の啓発を図り，適

正な受診を働きかけていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適正な後期高齢者医療制度の推進 

 ＜主な取り組み＞ 

・広域連合と連携し，保険料の適正な賦課・徴収に

努めるとともに，健康診査を実施し，疾病を早期

発見し，適正な治療の促進から，健康の維持・増

進を図ります。 

・各種申請の受付などの窓口業務及び制度等の周知

に広報活動を実施します。 

・保険料の適正な賦課と徴収 

・健康診査の実施 

・新規該当者に対する制度等

の周知 

 

 

  

後期高齢者医療 １ 適正な後期高齢者医療制度の推進 

施策の方向 

現況と課題 

基本目標 

施策の体系 

第３節 互いに支えあう福祉のまち 

 
３． 後期高齢者医療 
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第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

国民年金制度は，全ての国民が安定した生活を送ることができるよう，世代

間でお互いに助けあう仕組みとして，健全な老後の生活を維持するための重要

な制度であり，少子高齢化の急速な進展と厳しい経済見通しにより，年金制度

に対する将来の不安感，若年層の年金離れなどから，国民年金を取り巻く状況

は厳しくなっています。 

国民年金に係る事務は，国で行い，市町村は法定受託事務を行うなかで，各

種届出や裁定請求，相談については下館年金事務所への内容照会が必要であり，

時間も要することから，来訪者への的確な対応が求められています。 

将来にわたる老後の所得保障の基盤となる，公的年金制度としての重要性を

周知していくとともに，今後も日本年金機構や下館年金事務所などの関係機関

との協力・連携を図りながら，適切な窓口案内や的確な事務処理を行い，無年

金者の発生防止にも努めていく必要があります。 

 

 

町民が健康で安心した老後の生活を送ることができるよう，下館年金事務所

などの関係機関との協力・連携のもと，無年金者を出さないよう，国民年金制

度の周知・普及に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現況と課題 

基本目標 

施策の体系 

第３節 互いに支えあう福祉のまち 

４． 国民年金 

国民年金 １ 国民年金制度の普及 

２ 加入の促進と収納の向上 
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第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

国民年金制度の普及 

 ＜主な取り組み＞ 

・下館年金事務所と協力連携のもと，年金受給・保

険料免除など，制度の普及や相談業務の充実を図

り，受給権者の有無や保険料の納付月数など必要

な情報を提供し，国民年金制度の円滑な運営を推

進します。 

・年金受給・保険料の免除な

ど国民年金制度の理解浸透

と適切な運用 

 

加入の促進と収納の向上 

 ＜主な取り組み＞ 

・広報紙やパンフレットなどにより，国民年金制度

の内容について理解が深まるよう周知徹底し，未

納者対策と未加入者の加入促進を図ります。 

・学生納付特例制度や免除制度の周知を図り，未納

者及び無年金者の解消に努めます。 

・広報紙やパンフレット等を

活用した国民年金制度の周

知・普及の促進 

 

 

  

施策の方向 
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第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

生活保護法は日本国憲法第 25 条に規定する理念に基づき，国が生活に困窮

するすべての国民に対し，その困窮の程度に応じて必要な保護を行い，その最

低限度の生活を保障するとともに，その自立を助長することを目的としていま

す。 

社会情勢の変化から，生活基盤の弱いひとり親世帯，高齢者，傷病・障がい

者に対する生活支援と指導援助の必要性が高まる中で，民生委員児童委員及び

関係機関と連携を図り，相談・指導援助，保健・医療・福祉等の各種制度や各

種補助事業を実施しており，今後も継続して取り組みを進めていく必要があり

ます。 

本町における生活保護世帯は増加傾向にあり，今後もひとり親世帯に対する

養育不安の解消，就労環境の整備，障がい者等に対する社会復帰の支援策など

の問題の対応を図りながら，低所得者の生活意欲の助長や自立に向けた各種制

度等の充実など，効果的な運用に努めていく必要があります。 

 

 

生活保護世帯の経済的・精神的な自立を促すため，適正な保護の実施ととも

に，生活指導・相談の充実・強化を進め，生活保護世帯の自立の助長に努めま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現況と課題 

基本目標 

施策の体系 

第３節 互いに支えあう福祉のまち 

５． 生活保護 

生活保護 １ 厚生対策の充実 

２ 生活指導及び相談指導体制の充実 
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第２章  

健康づくり  

【健康福祉】  

 

 

厚生対策の充実 

 ＜主な取り組み＞ 

・社会福祉協議会が実施する制度の充実を図りま

す。 

・就労能力のある方（世帯）については，県西県民

センターと連携し，職業安定所等で，自立のため

の助言指導を図ります。 

・歳末たすけあい事業 

・生活福祉資金制度 

・住宅確保給付金制度 

・就労支援制度 

 

生活指導及び相談指導体制の充実 

 ＜主な取り組み＞ 

・多様化するニーズに対応するため，専門的知識を

持った担当職員が関係機関と連携し，生活指導・

相談体制の充実を図ります。 

・生活保護相談の実施 

・生活相談の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の方向 


